
平成２９年度　第１回市政モニターアンケート集計結果

高島市スポーツ推進計画に関するアンケート

○アンケート期間：平成29年7月8日～平成29年7月20日
○アンケート回答者数：92人（設問により、無回答もあり）

　● スポーツの実施率に関すること

アンケートの目的：高島市では平成２５年度から平成３４年度までの１０年間を計画期間と
した「高島市スポーツ推進計画」を策定しています。今年度、この計画の中間見直しを実
施するにあたり、市民の皆さんのご意見を参考にするため、アンケートを実施しました。

Ｑ１ この１年間に、運動やスポーツをどれくらいしましたか。ウォーキングやジョギング、

水泳、スキー、球技などのほか、犬の散歩やお子さんとのキャッチボールなど、ご自身

で運動やスポーツだと思えるものであれば何でも可です。

①26人
28%

②26人
28%

③16人
17%

④6人
7%

⑤10人
11%

⑥8人
9%

①週に３日以上

②週に１～２日程度

③月に１～３日程度

④３か月に１～３日程度

⑤１年に１～３日程度

⑥この１年間は運動やスポーツをしていない

①18人
20%

②37人
40%

③37人
40%

①十分スポーツをしている（運動不足ではない）

②もう少しスポーツをした方が良いと思う（少し運動不足）

③もっとスポーツをした方が良いと思う（かなり運動不足）

Ｑ２ あなたのスポーツの実施量は適切だと思いますか。

※国が平成１２年に策定したスポーツ振興

基本計画において「成人の週１回以上のス

ポーツ実施率が２人に１人（５０％）にな

ることを目指す」としています。
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Ｑ４ あなたは、どうすればもっとスポーツをするようになると思いますか。

（あてはまる番号すべてを記入）

39人

28人

25人

23人

7人

10人

体育館などの施設が気軽に使えるようになると良い

自治会など地域の身近なところでスポーツイベント

（運動会やグラウンドゴルフ大会など）があれば参加する

スポーツに関する情報をもっと

発信してほしい（市の広報誌など）

残業や休日勤務を減らすなど、

スポーツをするための時間を確保する

有名なマラソン大会など、全国から参加者が集まる

大きなスポーツイベントがあれば参加したくなる

その他

0 10 20 30 40

・スポーツイベントに誰かが誘ってくれると参加する

・体の動きが制限されているので、動く範囲内での運動を

指導してもらえると良い

・ウォーキング・ジョギングコースの整備

・スポーツをする動機、きっかけがほしい

（やる気が出ればいい）

・自分の意識の低さが問題

・施設使用料が安いと、もっと利用する

51人

18人

18人

11人

10人

10人

5人

8人

0 20 40 60

忙しくて時間がない

体力に自信がない

スポーツをする仲間がいない

身体的理由により（病気やけが

など）スポーツをしたくてもできない

お金がかかる

スポーツをする場所や施設がない

スポーツに興味がない

その他

・小さい子供がいるのでスポーツできない

・仕事で疲れてスポーツどころではない

・肉体労働をしていて疲れている

・熊が多くてウォーキングができない

・日頃の心がけが必要

・面倒だから

Ｑ３ Ｑ２で「少し」「かなり」運動不足と答えた方におたずねします。十分にスポーツを

できなかった理由は何ですか（あてはまる番号すべてを記入）
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　● 市の体育施設に関すること

Ｑ５ あなたが『スポーツ』に期待するものは何ですか。（あてはまる番号すべてを記入）

84人

40人

25人

22人

20人

1人

自分自身の健康増進（体力の維持

や向上、ダイエット、ストレス解消など）

同じスポーツを楽しむ仲間づくり

ご近所や地域の人との関係づくり

家族とのコミュニケーション

自分自身の技術や競技力の向上

その他

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

・目標への達成感

①18人
20%

②4人
4%

③69人
76%

①もっとたくさんあればいいと思う

（現状では少ないと思う）

②もっと少なくてもいいと思う

（現状では多いと思う）

③ちょうど良いと思う

①53人
59%

②14人
15%

③23人
26%

①きれいで安全だと思う（しっかりと改修できている）

②危険や不便さを感じる（改修がゆきとどいていない）

③その他

・一概に言えない

・古いものもある

・避難所となっている施設は優先的に改修するべき

・利用しないから分からない

・手続きが面倒、遠い

・数が少ない

・多く残して、しっかり改修してほしい

・市民に開かれた体育施設と思えず、訪れたことがない

Ｑ６ 体育館、グラウンド、プールなど

身近な体育施設の数についてどう

思いますか。

Ｑ７ 市では設置から年数の経つ体育施設を順次

改修していますが、体育館、グラウンド、

プールなどの身近な体育施設の状況につい

てどう思いますか。

※別添で市内の主な体育施設の一覧

資料があります
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　● スポーツ団体に関すること

①57人
65%

②31人
35%

①加入している（小学生以

上の子どもがいれば加入

させたい）

②加入していない（小学生

以上の子どもがいても加

入させない）

11人

3人

17人

4人

8人

4人

6人

9人

4人

・市民に開かれた体育施設と思えず、訪れたことがない

①14人
15%

②78人
85%

①加入している

②加入していない

Ｑ８ あなたは、各競技のクラブや愛好

会、総合型スポーツクラブなどの

スポーツ団体に加入していますか。

35人

26人

21人

17人

20人

16人

人 10人 20人 30人 40人

①興味がない

②スポーツ団体の

存在を知らない

③敷居が高い（レベルが

高そう、ついていけなさそう）

④会費などお金がかかる

⑤人づきあいや

人間関係がめんどう

⑥その他
・卓球

・３Ｂ体操

・ヨガ

・グラウンドゴルフ

・太極拳

・バドミントン

・柔道

・野球

・忙しい、時間がない

・子育て中だから、小さい子供がいる

・身体的理由でスポーツできない

・高齢のため

・他にやりたいことがある

・加入しなくてもできる

・そこまで一生懸命にする気がない

・時間が制約される

・サッカー

・野球

・テニス

・体操

・卓球

・剣道

・少林寺拳法

・ＴＳＣ

①子どもがスポーツに興味を持っていない

②親が興味を持っていない

③どのようなスポーツ少年団があるかよく知らない

④レベルが高くてついていけなさそう

⑤会費や遠征費などお金がかかる

⑥子ども同士の人間関係が不安

⑦親同士の人間関係が不安

⑧親や子どもの負担が大きい

⑨その他

Ｑ１０ お子さんはスポーツ少年団に加入

していますか。

Ｑ１１ Ｑ１０でお子さんがスポーツ少年団に

加入していない、または、家族に小学生

がいても加入させないと答えた理由は何

ですか（あてはまる番号すべてを記入）

・スポ少以外の活動をしている

・時間が合わない（土日だと家族で外出できない）

・既存の団体でなく、個人で興味のあるプライベート

ジムに行く

・車の免許がないので送迎できない

・やりたかった競技は人数が少なく、活動できなかった

Ｑ９ Ｑ８で加入していないと答えた方へおたず

ねします。現在、スポーツ団体に加入して

いない理由は何ですか（あてはまる番号す

べてを記入）
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　● 障がい者スポーツに関すること

Ｑ１２ 市では障がい者スポーツの普及啓発にも取組んでいますが、あなたから見て、あなた

の周りの障がいのある方々にとってスポーツは身近なものであると思いますか。

①身近だと思う

16人
18%

②身近だと思わない

62人
70%

③その他

11人
12%

③その他の意見

・わからない

・障がい者スポーツのことをあまり知らない

・どのような取組がされているか知らない

Ｑ１３ 障がいのある方々にとって、スポーツをより身近なものにするためには、何が必要だと

思いますか（あてはまる番号すべてを記入）

50人

47人

47人

7人

段差の解消や多目的トイレの設置

など、体育施設のバリアフリー化

障がいの有無にかかわらず楽しめる

スポーツ種目の開発、普及

障がいの有無にかかわらず楽しめる

スポーツに関する情報発信

その他

0 10 20 30 40 50

・同じ障害を持った仲間、サポートしてくれる人など

・家族が介助しなくても定期的に活動できるような、専門の指導員がいるクラブ

・障がい者スポーツの大会を市内で開催すると良い

・個々に合った種目を探すため、様々な種目を見学、体験できる、指導できる仕組みづくり

・スポーツをする際に医療的なバックアップがあると安心して参加できる

・送迎
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　● 市行政のスポーツへの関わりに関すること

Ｑ１４ 「スポーツ推進委員」という制度を知っていますか。

①知っている

18人
20%

②聞いたことはあ

るがよく知らない

39人
43%

③知らない

34人
37%

Ｑ１５ 現在、市内のスポーツ推進委員は３５人で、市や各地域の体育振興会などと力を合わせ

て地域の運動会や球技大会、ウォーキングなどのスポーツイベントの企画運営をしていま

す。あなたはスポーツ推進委員にどのような役割が求められていると思いますか。

（あてはまる番号すべてを記入）

60人

45人

32人

26人

25人

5人

0 20 40 60

近なスポーツイベントの開催

（ウォーキングや体操教室など）

スポーツに関する情報発信

『ニュースポーツ（年齢などに関わらず誰もが

楽しめる新たなスポーツ）』の普及

スポーツの実技の指導（出前講座など）

体力測定の開催

その他

・スポーツと健康に関する指標の設定などをし、実績を可視化できると良い

・地域スポーツの振興

・推進委員の能力向上

・必要ない

・障がいのある人が家にこもらず、外に出て参加できるような呼びかけや工夫が必要

※市では、合併前の６つの地域から各

４～８人を選出し、３５人をスポーツ

推進委員として委嘱し、高島市スポー

ツ推進委員会を組織しています。
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Ｑ１６ あなたはスポーツに関する市の施策に何を求めますか。

（あてはまる番号すべてを記入）

50人

47人

41人

17人

5人

0 20 40 60

体育館、グラウンド、プール

など体育施設の適切な管理

ウォーキングや体操教室などの

気軽なスポーツイベントの開催

スポーツに関する情報発信

大規模なスポーツイベントの開催や誘致

その他

・地域がスポーツで盛り上がるようなPR活動

・体育館、公民館の無料化

・使用されていない公共施設の開放

Ｑ１７ 市では、スポーツに関する専門的な情報の提供や指導者の派遣などについて、平成28

年12月に大津市にある「びわこ成蹊スポーツ大学」と連携協定を結びました。あなたは

このような専門機関にどのような役割が求められると思いますか。（あてはまる番号す

べてを記入）

68人

63人

20人

1人

0 10 20 30 40 50 60 70

青少年のスポーツ団体(スポーツ少年団や

小・中学校、高校のクラブ活動）への専門的な指導

市民へのスポーツの楽しみ方の普及

大人のスポーツ団体（競技

団体）への専門的な指導

その他

・専門的な内容よりも、市民誰もが参加しやすい

スポーツの開発、指導

Ｑ１８ 市では、体育協会やスポーツ団体と連携し、「競技スポーツの振興・市内スポーツ選

手の競技力の向上」に努めています。2020年東京オリンピック・パラリンピックや、

2024年滋賀国体・全国障がい者スポーツ大会に向けて、全国や世界で活躍する選手を生

み出すために、何が必要だと思いますか。（あてはまる番号すべてを記入）

55人

54人

50人

30人

4人

0 10 20 30 40 50 60

技術や意欲のある選手への支援

子どもへの幅広いスポーツの

普及と、能力の発掘

専門的な指導者の育成・派遣

スポーツ団体(スポーツ少年団、

スポーツクラブなど）への支援

その他

・身近で一流選手のプレイを体験できること

・他の地域や団体との交流
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スポーツ行政について

施設について

・市のスポーツ推進計画がこんなに細かく作られているとは知らなかった。もっと市の情報を見て参加した
い

・滋賀国体に向けて頑張ってください。

・広報紙に活躍する選手を載せているのは、興味深く読んでいる。

・施設の改修はできていると思うが、掃除が行き届いていない。施設の利用方法も分かりにくい

・スポーツは楽しければ続けたい、疲れるだけならやりたくないと思うもの。楽しいスポーツや仲間に出会
うきっかけや機会を多くつくってほしい。

・スポーツに関する行政の情報発信が少ないと思う。市で何をどう取り組んでいるのか全く分からない

・情報発信、良き指導者、世代別に特化したスポーツの普及が必要と思う。

・スポーツ団体についての情報の入手先が分からないので、市ＨＰ等で一覧があると良い（活動場所、会
費、メンバー構成、写真など）

・スポーツ推進委員は名誉職に近い感じがする

・スポーツをしたいと思えば出来る環境があるということを知ることができて良かった。スポーツを通じて健
康を保ちたい

・スポーツ推進計画について、広くPRし、市民の理解や協力を得ながら推進すべき。中間見直しでは「こ
んな風に改善する」という点を市民に具体的に見せてほしい。

・マイナーな種目だと練習環境が不十分で、持込み機材を公民館に保管さえしてもらえない。他の団体は
置いているのに、不公平だ

・県内に50mプールが欲しい

・利用料金を下げて、受益者負担を止めること。低所得者、生活保護の人も運動ができるよう、スポーツ
格差の解消、裾野を広げる方策を

・利用料が値上がりして、足が遠のいた。もっと安いと、若い人たちも利用するのでは？

・体育館などは団体が借りる前提になっている。個人や少人数で気軽に利用できるよう改善してほしい。
（夫婦2人で卓球が出来るなど）。もっと気軽にスポーツをできる環境にしてほしい

・もっと気軽にスポーツできる環境が必要だと思う

・気軽に利用できるスポーツ施設が近くに欲しい

・施設の使用条件等を明確にし、利用の裾野を広げる施策を求める

・十分に稼働していない施設もあると思うので、統廃合や専門的な設備の追加が必要。一般的な施設で
は一流選手の輩出は進まないと思う

・スポーツを推進するなら、施設を無料にしてほしい

・スポーツイベントを開催されていることには敬意を表するが、スポーツ団体への動員がかかることが負担
である

・ワールドランのような大きなイベントがあると、気軽に参加し、スポーツの楽しさや面白さを実感できる。
そこからスポーツに対する姿勢が変化する。市としてこのような大きなイベントを誘致、開催してほしい

・スポーツ団体に入っていないと情報が得られない

・スポーツ大学との連携が政治家のパフォーマンスとならないようお願いしたい

Ｑ１９ 市のスポーツ施策等に関するご意見、お気づきになった点など自由にご記入ください。
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子どものスポーツについて

その他

・スポーツの推進と共に、食生活、栄養指導も推進できると良いと思う

・スポーツを通じた健康、地域活性化、人のふれあいを推進して欲しい

・小学生のドッチボール大会は、苦手意識の克服や仲間づくりに有意だと思うが、参加者が減っているの
が残念

・高齢者のグラウンドゴルフは盛んだと思うが、働き盛りの世代は忙しくてスポーツから遠のいているので
はないか

・健康年齢の上昇、老人を健康にすることは、医療費の抑制や財政運営の健全化、ひいては若者の定住
にもつながるのではないか。高島市は高齢化率も高いので、スポーツ振興の必要性は高いと思う。健康、
福祉分野との連携が必須

・健康推進委員と連携して、高齢者向けスポーツや食生活の改善を重点的に活動すれば良いと思う。年
代に関係ない取り組みで、地域全体のスポーツ意識の向上も必要

・体力に自信がない人でも楽しめるスポーツイベントや、少人数でも出前指導してくれると良いと思う

・以前、スポーツ大学に指導を仰ぎに行ったら、あまり親切ではなかった

・一人でも多くの市民がスポーツに興味を持てるような施策を

・高齢者も参加可能なスポーツの普及を望む

・スポーツは面倒、苦手と思う人でも、ウォーキングは簡単に無理なくできると思う。高齢者の健康や医療
費の削減にもつながると思う

・集落の件数減少や高齢化で、運動会や球技大会もなくなってしまい、運動は個人でするしかなくなってし
まった

・学校教員の部活（スポーツ）への意識改革が必要

・子供のスポーツ振興の支援を期待する（イベントの企画など）

・子供の利用料負担の軽減を、子供の野外活動の機会づくり

・スポ少や中高校生は、楽しむスポーツよりも、勝つための指導者を育成して欲しい

・小中学生への支援、特に秀でた能力を有する子供への専門的な指導を強化して欲しい

・スポーツ大学の学生が幼稚園や小学校を訪問して指導しているのはとても良い。中学校の部活の指導
等を短期間であっても実施できると生徒達のモチベーションも上がる。学校の部活動の内容が薄く、学校
外のスポーツクラブを選択する子供が増えている

・プロ野球や大相撲の開催

・少子化で部活の選択肢が減っているので、興味がある子には機会を作ってあげてほしい。運動が得意
な子供ばかりではないので、強要はしないで欲しい

・やる気のある子、努力している子供には機会や環境を提供してあげてほしい

・青少年への指導は、言葉遣いなども含めて適切であるかどうかで成長に違いが出る。スポーツの技術
や知識だけでなく、人格も優れた指導者の育成をして欲しい

・多様な種目のプロ選手の活動（試合や練習）を見る機会があると、子供達が夢や希望を持つ

・本気で選手を育成するなら、指定管理施設の管理者から選手育成実績のある団体を何故外したのか？
短期間で方向性が変わり過ぎ。やる気のある子供に最大限の環境を提供してやってほしい

・学生や市民が楽しみながらできるスポーツの普及が必要

・スポーツ施設に行くことができない高齢者や忙しい人などに対して、『自宅でできる10分の運動』などの
情報を提供したらどうか

・競技志向、勝敗ではなく、遊び感覚のスポーツをもっと普及させればスポーツを推進できると思う

・子供にスポーツを指導する人材の育成が必要
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≪参考資料≫

市の公共施設である主な体育施設は以下のとおりです。

【マキノ】マキノ土に学ぶ里研修センター（グラウンド、体育館）、マキノ屋内グラウンド

マキノ林間スポーツセンター（グラウンド、テニスコート）、マキノ高原（体育館、

テニスコート、グラウンドゴルフ場）、マキノピックランド（グラウンドゴルフ場）

【今 津】今津総合運動公園（スタジアム、グラウンド、テニスコート、グラウンドゴルフ場、

ゲートボール場、プール等）、山村広場、今津上体育館、今津北体育館、

今津水泳プール、弘川運動公園、市ヶ﨑テニスコート、宮の森テニスコート

ビラデスト今津（テニスコート）

【新 旭】新旭森林スポーツ公園（野球場、テニスコート）、新旭体育館、新旭武道館、

新旭グラウンド

【安曇川】健康の森梅ノ子運動公園（グラウンド、テニスコート、ゲートボール場等）

安曇川総合体育館、安曇川多目的グラウンド

【高 島】高島Ｂ＆Ｇ海洋センター（プール、体育館、ジム、グラウンド等）、横山農村広場

【朽 木】グリーンパーク想い出の森（グラウンド、体育館、テニスコート、グラウンドゴルフ場、

プール等）、朽木グラウンド、朽木スキー場

【その他】体育施設のほか、学校開放施設として市内小中学校の体育館、グラウンドがあり、

また民間のスポーツ施設としてスキー場、プール、ゴルフ場、テニスコート等があります。

アンケートにご回答いただきました皆様、貴重なご意見をいただき、誠にありがと

うございました。

本アンケートの結果は、高島市スポーツ推進計画の中間見直しの参考資料とさせて

いただきます。

【高島市教育委員会事務局 市民スポーツ課】
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